
平成 28 年度 部局長安全衛生パトロール実施される 

 

平成 28 年 10 月 3 日（月）、医科学研究所 臨床研究 A 棟を対象として、平成 28 年度部局長安全衛生パトロー

ルが実施されました。このパトロールは、全学の安全衛生意識を向上させ、部局長自らが安全衛生に対する姿勢

を示すことを目的として毎年実施されています。 

 

本年度は、村上善則 所長、三室仁美 安全衛生管理室長、鯉渕智彦 産業医および衛生管理者を始めとする関係

者 9 名が、安全管理の現場を巡視しました。村上所長より「液体窒素タンクが多く備えられている部屋において、

酸素欠乏への対応ができている。建物内全体では、消防法へも対応し、避難経路の確保等が実施され、防災上は

問題ない。引き続き安全管理にご尽力頂きたい。建物自体は古く、改修工事も実施したいが限界もある。１号館

改修工事の影響もあり、一次保管場所として使用している部屋の物品の一部は、今後移動予定とのこと。さらに、

整理を進めるべき部屋も見受けられた。」との講評を頂きました。 

 

【臨床研究 A棟 地下 2階】バイオバンク（説明：中山 様、金箱 様） 

 

【臨床研究 A棟 地下 1、３、４階】細胞リソースセンター 

 

 



【臨床研究 A棟 2階】退職後教員のエリア 

 

 

【臨床研究 A棟 1階】講評 

 

撮影：安全衛生管理室 技術専門員 小西知江子 


